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肝 ア ル カ リ フ オ ス フ ア タ
ーゼ の 電顕組織化学

的 研究
一
蛋 白合成阻書剤投与及 び 総胆管 結紮

に よ る 変化

　　賀古　真 。鳥居正 男 ・鈴木 　宏 ・

　　戸田黝太 郎 ・Jfi　Z
”
和彦 ・岡崎啓幸 ・ 　 ・

　　織田敏次

　　 （東京大学 第一内科 ）

胆管閉塞時 ， 肝 よ り血 中に遊 出す る ア ル カ リ

フ オ ス フ ア タ
ーゼ に対す る 蛋 白合成阻 害剤 の

影響に つ い て ， 電顕組織化学 的手法 を用 い て

検討す る の が 目的で あ る 。 方法 ： シ ロ ネ ズ ミ

に ア ク チ ノ マ イ シ ン D50 〜 150 μ g／ 100g

投与後 ， 総胆管を結紮 し， 18 〜 48 時間後に

開腹 ， 門脈 よ り 1．5％グル タ
ール 液を注入 し て

固定後 ， 肝を取 り出 し細切 し ， Mayahara

法 に もとづ きALP 染 色 を行な い
，

1 ％オ ス ミ

ウ ム に て 後固定 し た 。 成績 ： ア ク チ ノ マ イ シ

ソ D 投 与量 増加 に伴 な い ，
シ ヌ ソ イ ド側肝細

胞膜 の ALP の 染色性 は 次 第に 弱ま り，
150

μ g 投与 で は ， 染色性 が 全 くな くな っ た 。 毛

細胆管 の 染 色性 は ，ア ク チ ノ マ イ シ ン D 投与

量 に 闘 係 な く。 い ず れ の 場合に も， 非結紮肝

よ りも強い 染色性 を認 めた 。 結論 ： ア ク チ ノ

v イ シ ン D に よ り胆管結紮時 の 肝に お ける

ALPe は特 に肝細胞膜よ り直接遊出す る もの

が 撰択的に 阻害され る と考え られ る 。
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骨基 質に よ る軟骨 ・骨誘溥過程 の 組織化学的

研究

　　寺延　治 ・住谷幸雄 ・島照桂 吉

　　 （神戸 大学医学部歯科 口 腔 外科 ）

　　前田 昌穂 。杉山武敏

　　 （神戸 大学医学部第二 病理 ）

塩 酸脱灰骨を筋 肉中や皮下に 移植す る と， 線

維芽細胞
一

軟骨細胞一類骨形成 を経 て
， 骨梁 ，

骨髄が形成 され る （ Urist
，

IIug −

gins ら ）， 本現 象 は ，骨基質中 の あ る成

分が，線維芽細胞を軟骨 ・骨細胞 に誘導す る

現象 と考 え られ ， 細胞 分 化機序 ， 硬組織生物

学，臨床応用面 で も興 味深 い 。

本 研究 で は ，
Urist ら の 用 い た 長管骨基

質お よ び Huggins ら の 報告 した粉細骨

基質 を用 い て ，軟骨 ・骨誘導過程 を組織学的，

組織化学的 に観察 し た 。 軟骨は 7 − 10 日，

類骨は 10 − 14 日
， 骨梁は ユ 4 − 25 日に

形成 さ れ た 。 初期 の 軟骨は 中心 部よ りの 粉細

骨基 質周 囲 ， 特 に そ の 接触 部に 長管骨 の 場合

は骨 の 深部 よ り始 ま r） た 。 又，AI − P −

ase は 軟骨化生 部 を中心 に 5 − 7 日 か ら出

現 し，以後は 次第に そ の 部分 に 石 灰沈着 をみ
，

骨髄腔 形成 に 至 っ た Q こ の 間の 酸性多糖類 t

酵素，石灰 化 の 過程に つ い て 組織化学的 に 検

索 を行 っ た 結果 を報告す る 。
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